












































































































































































































































































１　友達にアドバイスができる。 ７７ ８２ ＋　５
２　友達からアドバイスをしてもらったことがある。 ６５ ７７ ＋１２
３　友達からアドバイスをしてもらってよかったことがある。 ８２ ８０ －　２
４　友達とアドバイスをし合う時に自分の考えや思いを言える。 ６５ ８５ ＋２０
５　友達とアドバイスをし合うことは好きである。 ９４ ８８ －　６
６　友達とアドバイスをし合う体育は楽しいと思う。 ９４ ９４ ０
７　友達とアドバイスをし合うことで，運動ができるようになると思う。 ９１ ９１ ０
表３　アドバイスを取り入れた体育授業のふり返り（抜粋）
○壁登り倒立ができなかったけれど○○さんに，「手と手の間を短くするといいよ」や□□さんに，「ひざをピーンと伸ばす
といいよ」とアドバイスをもらったからできるようになった。
○後転で，アドバイスをもらったけれど上手くできなかった。でも，前よりもできるようになりたいと思った。友達と話し
合ったからそう思えた。
○タブレットで体の動きを見たから，どんどん上手くなったのが分かって嬉しかった。
○タブレットがあったから，みんなで見ながらアドバイスができた。
○最初はグループが１つにまとまらなかったけれど，技ができるようになったら少しずつ話し合えるようになった。
○アドバイスをし合いながらやると上手になったし，できるようになったらマット運動が楽しくなった。
○壁のぼり倒立で○○さんに，「手を動かしていくとといいよ」と言ってもらったけど怖くてできなかった。
○後転でもう少し勢いをつければよいことは分かったけどできなかった。
○壁倒立で，肘を伸ばせば良いことは分かったけどできなかった。
○壁倒立で，成功例の映像とタブレットの自分の動作を比べて，ちがいは分かったけどできなかった。
156
かった。今回の授業実践をするにあたって，小学３年生にタブレットの使用は難しいのではないかと考えていたが，ほ
とんどの子供が撮影，再生，一時停止といった操作ができた。そして，グループで集まって興味深く，自分やグループ
の動作を確認する姿は印象的だった。そして，このタブレットを見ている時が最もアドバイスが活発に働いていた。し
かし，「○○すればいいことは分かっているけどできなかった」という子供が数人いた。このことから，子供によるア
ドバイスには，技の難易度によって限界があったと言えよう。
　⑶　まとめ
　子供同士のアドバイスを主とした言語活動は，技能向上に向けて学習意欲を高めている傾向にあった。成功例の映像
を観て気付いたポイントをアドバイスするだけでなく，付箋に書いたアドバイスを「アドバイスシート」に貼り，クッ
ションタイムで確認することでアドバイスとなる語彙が増え，より言語活動が活発化したと思われる。また，アドバイ
スをするためには，必然的に子供同士が互いの動作をよく見なければならない。そのために，タブレットによる映像を
繰り返し見たり，成功例の映像と自分の動作を見比べたりすることが有効的に活用された。
　しかし，アドバイスによって基本的な技能の向上は期待できるが，技の難易度が上がると子供同士のアドバイスは有
効に働かないことも教師の観察や子供の振り返りから明らかとなった。そこで，技の難易度が上がった場合は，教師が
子供の意欲を喚起するようなスモールステップの練習法を提示したり，教師がアドバイスをしたりすることも必要で
あったと考えられる。
６　おわりに　
　本研究の目的は，言語活動の質を高めるための指導を工夫することが，マット運動の技能向上に有効であるかを明ら
かにすることであった。
　アドバイスシートの活用を中心とした言語活動によって，技能向上に向けた活動が促進され学習意欲が高まることが
明らかとなった。しかし，子供同士のアドバイスには技能向上に向けて限界があることも明らかになった。子供の運動
技能の向上を目指したスモールステップによる練習方法を研究すること，教師による動きの個別指導を充実させいくこ
とが今後の課題である。また，マット運動に限らず，他の種目や領域においても子供同士の言語活動が，技能向上に向
けた活動の促進に有効であるかも明らかにしていきたい。
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